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平成３０年度一般会計補正予算案を可決
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　９月定例会は、９月７日から１０月２日までの２６日間開かれ、
市長提出議案１３件、決算認定案件１２件、議員提出議案３件、請願
１件、その他２件について審議を行い、議決いたしました。　　
　
　　　　　　　　　　　　　　○の中の数字は議案番号(順不同)

■一般会計補正予算など３１件を議決

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●２

70
平
成
三
十
年
度
飯
能
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

68
飯
能
市
立
学
校
設
置
条
例
等
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

67
飯
能
市
議
会
議
員
及
び
飯
能
市

　

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

　

用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

77
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
の
内

　
　

訳
は
。

　
　

西
川
小
学
校
地
内
へ
の
吾
野

　
　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
移
設
に
係

る
測
量
、
設
計
委
託
料
等
を
増

額
。
ま
た
、
双
柳
児
童
ク
ラ
ブ
増

築
に
係
る
工
事
請
負
費
は
、
早
く

分
割
す
る
た
め
実
施
設
計
と
工
事

を
当
初
予
算
に
計
上
し
た
が
、
詳

細
な
金
額
が
出
た
た
め
増
額
し
た
。

　
　

道
路
改
良
事
業
の
宮
沢
湖
入
口

　

   

交
差
点
改
良
負
担
金
に
つ
い
て
。

　
　

メ
ッ
ツ
ァ
開
発
の
交
通
協
議

　
　

で
は
右
折
帯
設
置
は
必
要
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
地
元
要

望
、
入
間
市
・
日
高
市
か
ら
渋
滞

を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
り
、
本
市

か
ら
事
業
者
に
右
折
帯
設
置
を
強

く
要
請
し
た
中
で
、
設
置
す
る
こ

と
と
な
り
、
交
差
点
か
ら
宮
沢
湖

へ
進
入
す
る
市
道
の
拡
幅
工
事
費

用
と
し
て
本
市
が
事
業
者
に
負
担

金
を
出
す
も
の
。

　
　
　

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　　　
　

条
例
改
正
の
背
景
は
。

　
　

総
務
大
臣
等
へ
全
国
都
道
府

　
　

県
議
会
議
長
会
や
全
国
市
議

会
議
長
会
か
ら
要
望
書
、
地
方
議

会
か
ら
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
背

景
で
法
改
正
に
至
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　　
　

住
民
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
て

　
　

こ
ら
れ
た
と
思
う
。そ
の
経
過
に

つい
て
伺
う
。

　
　

新
た
な
学
校
づ
く
り
を
進
め

　
　

る
な
か
で
、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
定
住
人

口
を
視
野
に
入
れ
取
り
組
み
、
保

育
所
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
で
一
体
的
に
子
供

た
ち
を
育
て
て
い
く
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
と
い
う
協
議
会
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
各
地
域
へ
の

説
明
会
も
開
き
、
統
合
、
施
設
隣

接
型
小
中
一
貫
校
の
開
校
を
決
定

し
た
。

　

飯
能
市
公
共
下
水
道
笠
縫
雨
水

幹
線
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
日
本

下
水
道
事
業
団
と
委
託
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結
す
る
た
め
提
案

す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
九
千
九
百

三
十
万
四
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
百
八
十
億
六
百
五
十
一

万
二
千
円
と
す
る
も
の
。

　

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等

に
要
す
る
経
費
に
係
る
公
営
単
価

等
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
公

職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
市
議
会
議

員
の
選
挙
に
お
い
て
も
候
補
者
の

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
を
公
営

と
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　
　

学
力
世
界
一
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
　

の
教
育
か
ら
学
ぶ
学
校
づ
く

り
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
共
同
的
な

　
　

学
び
に
世
界
で
も
い
ち
早
く

取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒
数
、
小

中
一
貫
教
育
面
で
の
共
通
点
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
、
読
書
好
き
な
国
民
の

育
成
と
国
力
の
向
上
で
も
学
ぶ
べ

き
点
が
多
い
。

　
　

　　
　

委
託
金
額
十
七
億
円
の
積
算

　
　

根
拠
は
。

　
　

設
計
を
精
査
し
た
。
十
七
億

　
　

円
を
上
限
に
、
五
年
間
で
工

事
を
進
め
て
い
く
。

　
　

費
用
、
期
間
、
規
模
が
大
き

　
　

な
事
業
だ
が
契
約
に
至
る
経

緯
は
。

　
　

近
年
の
局
地
的
な
集
中
豪
雨

　
　

等
に
お
け
る
雨
水
流
出
量
の

増
大
等
に
よ
り
、
人
命
や
社
会
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
雨
水

被
害
等
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
。
笠
縫
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
調
整
池
で
も
溢
水
す
る
事
態

が
発
生
し
て
お
り
、
当
該
事
業
地

内
の
雨
水
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
た
。

　　  主な追加の内容（万円未満切り捨て）
　歳入
繰入金 　　　　　　　　　　　　△6億   600万円
繰越金　　　　　　　　　　　　　 6億2,936万円
諸収入　　　　　　　　　　　　    1億2,350万円
地方交付税　　　　　　　　　　    1憶1,294万円
　歳出
放課後児童対策事業　　　　　     　    1,872万円
道路維持管理事業　　　　　　　　      2,300万円
道路改良事業　　　　　　　  　　       1,800万円
小学校運営事業　　　　　 　　　           919万円
小学校施設管理事業　　　　　　         2,568万円
中学校運営事業　　　　　　　　　         163万円

　

施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校
の

設
置
に
伴
い
、
飯
能
市
立
学
校

設
置
条
例
に
お
い
て
飯
能
市
立

東
吾
野
小
学
校
、
飯
能
市
立
西

川
小
学
校
及
び
飯
能
市
立
吾
野

小
学
校
を
統
合
す
る
た
め
廃
止

し
、
飯
能
市
立
奥
武
蔵
小
学
校

と
し
て
新
た
に
設
置
し
、
及
び

飯
能
市
立
吾
野
中
学
校
を
廃
止

し
、
飯
能
市
立
奥
武
蔵
中
学
校

と
し
て
新
た
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
飯
能
市
給
食
共
同
調
理

場
条
例
に
お
い
て
、
飯
能
市
西

川
給
食
共
同
調
理
場
の
名
称
を

改
め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。
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70
平
成
三
十
年
度
飯
能
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

69
飯
能
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

73
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

74
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
大
字
飯
能
地
内
）

77
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

75
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

76
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
大
字
中
山
・
大
字
宮
沢
・
大
字

　

  

中
居
地
内
）

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
に
規
定
さ
れ

て
い
る
公
営
単
価
等
の
改
正
に
よ

り
、
同
施
行
令
の
基
準
額
に
準
じ

て
、
本
市
の
市
議
会
議
員
選
挙
及
び

市
長
選
挙
に
か
か
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
使
用
並
び
に
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
公
営

単
価
及
び
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

　

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
公
営
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
選
挙
の
み
認
め
ら
れ

て
い
た
が
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

以
降
に
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
市
議
会
議
員
の
選
挙
に

お
い
て
も
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

を
公
営
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
（
反
対
討
論
あ
り
）

　

寄
附
金
は
、
武
藤
文
夫
氏
か
ら
の

寄
附
金
を
農
業
振
興
寄
附
金
及
び
社

会
福
祉
寄
附
金
と
し
て
、
新
電
元
工

業
株
式
会
社
及
び
匿
名
を
希
望
す
る

法
人
か
ら
の
寄
附
金
を
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
寄

附
金
と
し
て
計
上
す
る
も
の
で
あ
る

　

国
道
二
九
九
号
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
よ
り
旧
道
と
な
る
国
道
二
九

九
号
の
現
道
は
、
本
市
と
日
高
市

の
両
市
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
九

月
定
例
会
に
向
け
て
埼
玉
県
と
の

協
議
で
認
定
条
件
が
整
っ
た
た
め

本
市
で
は
上
程
し
た
こ
と
。

　

メ
ッ
ツ
ァ
の
開
発
に
係
る
も
の

で
、
廃
止
道
路
は
事
業
者
管
理
と

な
る
が
、
た
め
池
の
一
部
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
。
夜
間
は
防
犯

上
か
ら
一
般
の
通
行
は
で
き
な
く

な
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
除
き
市

道
認
定
し
た
こ
と
。

　

区
画
整
理
事
務
所
付
近
調
整
池

か
ら
入
間
川
吐
口
ま
で
の
区
間

内
、
約
八
一
五
メ
ー
ト
ル
が
工
事

範
囲
、
管
の
深
さ
は
土
被
り
が
平

均
七
〜
八
メ
ー
ト
ル
で
推
進
工
法

を
採
用
す
る
こ
と
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十

一
月
末
に
県
か
ら
示
さ
れ
た
仮
算

定
結
果
に
基
づ
き
当
初
予
算
を
計

上
し
、
そ
の
後
、
平
成
三
十
年
一

月
末
に
示
さ
れ
た
本
算
定
結
果
に

合
わ
せ
て
、七
百
五
十
万
円
の
増
額

補
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

子
供
の
均
等
割
軽
減
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
に
実
施
の
市
町
村

が
あ
る
が
、
本
市
独
自
の
政
策
と

し
て
子
供
の
均
等
割
軽
減
は
考
え

て
お
ら
ず
、
全
国
市
長
会
に
お
い

て
国
に
よ
る
財
政
支
援
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
。

　

市
道
一―

五
号
線
舗
装
打
替
工

事
は
、
地
域
要
望
も
あ
り
、
社
会

資
本
整
備
交
付
金
に
よ
り
三
年
程

度
で
行
う
予
定
を
、
ム
ー
ミ
ン
基

金
を
充
当
し
メ
ッ
ツ
ァ
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
ガ
ラ

ス
運
搬
処
分
委
託
料
は
、
新
し
い

施
設
の
破
砕
機
設
置
や
設
備
メ
ン

67
飯
能
市
議
会
議
員
及
び
飯
能
市

　

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

　

用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

68
飯
能
市
立
学
校
設
置
条
例
等
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

71
平
成
三
十
年
度
飯
能
市
国
民
健

　

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
号
）

70
平
成
三
十
年
度
飯
能
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するた
め、総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　９月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

こ
と
。　
　
　
　

　

繰
入
金
は
、財
政
調
整
基
金
、公

共
施
設
整
備
基
金
及
び
ム
ー
ミ
ン

基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
補
正
し
、繰

越
金
は
、前
年
度
繰
越
金
の
全
額
を

計
上
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
校
開
校

準
備
委
員
会
が
学
校
名
の
募
集
を

行
い
、
地
域
の
方
々
か
ら
百
件
の

応
募
が
あ
っ
た
こ
と
。

　

小
・
中
学
校
の
正
式
名
称
は
条
例

で
定
め
、「
奥
武
蔵
創
造
学
園
」は
通

称
名
の
た
め
規
則
で
定
め
る
こ
と
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
吾
野
小
学

校
か
ら
西
川
小
学
校
ま
で
の
間
が

延
伸
と
な
り
三
カ
所
程
度
バ
ス
停

を
増
や
し
、
東
吾
野
小
学
校
は
新

た
な
運
行
で
七
カ
所
程
度
の
バ
ス

停
を
置
く
予
定
で
あ
る
こ
と
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
今
後
も

安
定
的
な
制
度
運
営
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
医
療
費
負
担
が
可
能
な
一

定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
に
は
ご
負

担
い
た
だ
き
、
負
担
の
公
平
性
を
図

る
必
要
が
あ
り
、
県
の
所
得
制
限
を

導
入
す
る
制
度
改
正
に
合
わ
せ
て
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

テ
ナ
ン
ス
等
を
考
慮
し
た
仕
様
に

し
た
結
果
、
手
選
別
に
よ
る
分
別

が
多
く
な
り
処
分
量
が
増
え
て
補

正
と
な
っ
た
こ
と
。
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決算の
概要・審査

平成平成２９２９年度各会計（一般・特別・企業）決算を年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました認定いたしました

決
算
審
査

●●●●●●

●●●●●●●

●

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

特別会計歳入歳出決算額 一般会計歳入歳出決算額

ら
れ
た
。

 

国
内
の
経
済
状
況
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
と
さ
れ
る
も
の
の
、
今
後
の

市
の
行
財
政
運
営
を
展
望
し
た
と

き
、
企
業
誘
致
に
伴
う
税
収
の
増
加

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
よ
る

寄
付
金
の
増
加
は
、
自
主
財
源
の
確

保
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る

行
財
政
運
営
に
対
す
る
圧
迫
や
、
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
考

え
る
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

引
き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源
を
最

大
限
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的
で
効

果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
、
発
展
都

市
に
飛
躍
す
る
た
め
積
極
的
な
事
業

展
開
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

 

第
五
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画
や

飯
能
市
地
域
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム（
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）

に
基
づ
い
て
、
意
欲
的
に
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
賑
わ
い
と
活
力
の

あ
る
飯
能
市
を
創
造
さ
れ
た
い
。
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
把
握

し
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業
の
選
択

と
重
点
化
に
よ
り
、
市
民
満
足
度
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
意
見
と
す
る
。

政
策
に
よ
り
金
融
・
保
険
業
で
三

千
六
百
万
円
減
収
、
円
高
の
影
響

で
輸
出
産
業
の
電
気
・
精
密
業
が

減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ

る
こ
と
。

　

収
納
対
策
で
は
、
現
年
課
税
分

に
重
き
を
置
き
、
納
期
を
過
ぎ
た

も
の
は
督
促
状
、
電
話
催
告
等
を

行
い
、
そ
の
間
に
納
税
相
談
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。
丁
寧
な
納
税

相
談
を
行
い
、
早
い
段
階
で
あ
れ

ば
分
割
納
付
な
ど
の
対
応
を
と
っ

て
い
る
こ
と
。

　

市
債
は
前
年
度
比
で
数
％
伸
び

て
い
る
が
、
ご
み
処
理
施
設
建
設

事
業
に
よ
る
も
の
で
、
平
成
三
十

年
度
に
は
な
い
こ
と
。

　

経
常
収
支
比
率
が
九
四
・
三
％

と
一
〇
〇
％
近
く
に
な
っ
て
い
る

が
、
扶
助
費
増
加
、
公
債
費
償
還

等
の
影
響
で
あ
り
、
県
内
自
治
体

も
同
様
の
傾
向
で
あ
る
こ
と
。

　

公
共
施
設
整
備
基
金
残
高
は
約

八
億
円
で
、
約
十
億
円
を
目
安
に

運
用
し
て
い
く
こ
と
。

　

メ
ッ
ツ
ァ
事
業
負
担
金
一
億
五

千
万
円
、
飯
能
地
域
資
源
利
活
用

合
同
会
社
出
資
金
五
千
万
円
に
つ

い
て
、
地
元
業
者
へ
の
発
注
や
市

民
の
優
先
雇
用
が
さ
れ
、
市
へ
の

相
当
な
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
。

　

児
童
虐
待
相
談
四
十
八
件
の
う

ち
、
身
体
的
虐
待
二
十
件
、
ネ
グ

レ
ク
ト
十
五
件
、
心
理
的
虐
待
十

二
件
、
性
的
虐
待
一
件
で
あ
っ
た

こ
と
。

　

保
育
所
緊
急
整
備
事
業
補
助
金

と
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
費
補

助
金
は
、
さ
ゆ
り
幼
稚
園
の
整
備

に
交
付
し
、
交
付
合
計
額
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
分
も
含
め
て
合
計

四
億
五
千
二
百
六
十
八
万
円
で
あ

る
こ
と
。

　

自
立
相
談
支
援
事
業
で
は
、
相

談
六
十
八
件
、
新
規
プ
ラ
ン
作
成
十

五
件
、
就
労
支
援
対
象
者
は
十
人
で

六
人
が
就
労
を
開
始
し
た
こ
と
。

　

森
の
番
人
八
人
を
雇
用
し
、
千

三
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
有
林

管
理
の
ほ
か
、
森
林
や
林
業
の
大

切
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
の
林

業
体
験
指
導
等
の
普
及
啓
発
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

　

農
の
あ
る
暮
ら
し「
飯
能
住
ま
い
」

は
、
五
組
、
十
六
人
が
認
定
を
受

け
、
内
訳
は
家
庭
菜
園
型
四
組
、

農
地
取
得
型
一
組
で
あ
る
こ
と
。

　

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
地
方
連
携

事
業
の
負
担
金
五
十
万
円
で
、
海

外
で
の
旅
行
博
出
展
、
海
外
の
旅

行
会
社
と
の
商
談
や
視
察
ツ
ア
ー

を
行
い
、
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
あ
け

ぼ
の
子
ど
も
の
森
公
園
へ
団
体
客
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
。

　

大
雪
被
害
で
は
、
三
日
間
で
除

雪
費
用
は
約
千
万
円
と
な
り
、
予

備
費
か
ら
六
百
九
十
二
万
円
を
充

用
し
、
十
六
社
で
除
雪
対
応
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
成
約
が
九

件
、
移
住
者
が
二
十
三
人
の
実
績

で
あ
っ
た
こ
と
。

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●4

　今定例会に市長から提出された平成２９年度一般会計・特別会計・企業会計の決算（認定第１号～
認定第１２号）については、総務・厚生文教・経済建設委員会に付託され、会期中に３日間慎重な審
査を行い、委員会、本会議でいずれも認定いたしました。
　主な内容は次のとおりです。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

平成２９年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました

341億7,059万9,692円

328億1,500万7,928円

  12億3,536万9,724円

      △3,228万4,376円

231億9,100万2,685円

221億7,805万9,926円

    9億9,743万9,759円

    1億5,632万1,784円

 

各
会
計
の
決
算
書
と
そ
の
附
属
書

類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

容
、
数
値
は
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
書

類
と
符
合
し
、
適
正
な
も
の
と
認
め

一
般
会
計

　

法
人
市
民
税
は
、
前
年
度
比
八
・

四
％
の
減
収
で
、
日
銀
の
超
低
金
利
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●●
水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

水
道
事
業
会
計

●5　　平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

　

財
政
運
営
の
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
に
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
阿

須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
に
お
い

て
、
選
定
さ
れ
た
事
業
者
の
今
後
の

動
向
が
不
明
確
で
あ
り
、
以
前
の
自

然
公
園
の
計
画
の
方
が
よ
り
良
い
も

の
で
あ
る
こ
と
、
学
校
給
食
の
民
間

委
託
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
、
飯
能
河
原
の
ト
イ

レ
建
設
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
説

明
不
足
だ
っ
た
と
の
謝
罪
は
あ
っ
た

が
、
議
会
と
し
て
審
議
権
を
奪
わ
れ

る
形
と
な
っ
た
こ
と
、（
仮
称
）
飯
能

大
河
原
線
整
備
事
業
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

　

飯
能
河
原
の
ト
イ
レ
建
設
に
つ
い

て
は
、
本
会
議
に
お
い
て
重
ね
重
ね

陳
謝
が
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
反
省
し
て
い
る
こ
と

や
、
よ
り
良
い
予
算
執
行
を
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
良
か
っ
た
こ

と
、（
仮
称
）
飯
能
大
河
原
線
が
で
き

る
こ
と
で
狭
山
日
高
イ
ン
タ
ー
か
ら

大
河
原
工
業
団
地
に
向
か
う
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的
に
良
く
な
り
、
美
杉
台

の
住
宅
街
を
抜
け
ず
に
大
型
車
両
が

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
地

域
の
住
環
境
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
賛
成
す
る
。

  

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数
は
、

前
年
度
比
八
百
三
十
八
人
の
減
で
、

一
番
の
理
由
は
七
十
五
歳
に
な
り
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
も

の
と
考
え
て
い
る
こ
と
。

　

保
険
料
の
滞
納
状
況
は
、
所
得
二

百
万
円
以
下
の
世
帯
が
六
五
％
、
う

ち
三
八
・
六
％
は
所
得
百
万
円
以
下

の
世
帯
で
、
低
所
得
世
帯
の
占
め
る

割
合
が
高
い
こ
と
。

  

下
水
道
特
別
会
計

　

阿
須
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
平
成

二
十
九
年
度
に
完
成
し
、
市
東
部
幹

線
整
備
が
概
ね
一
〇
〇
％
完
了
。
浄

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
椿
本
チ
エ
イ
ン
ま

で
の
幹
線
が
整
備
さ
れ
、
今
後
は
枝

線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。

　

水
質
検
査
委
託
業
で
は
、
河
川
へ

の
放
流
水
質
検
査
結
果
は
基
準
値
以

内
で
、
合
流
改
善
事
業
に
よ
る
効
果

が
表
れ
て
い
る
こ
と
。

　

公
営
企
業
化
後
も
繰
入
金
の
公
費

負
担
分
の
取
り
扱
い
は
変
わ
ら
ず
、

企
業
の
経
営
努
力
、
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

　

下
水
道
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
を

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
進
め
て
お

り
、
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
な
い
管

き
ょ
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
耐
震

工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

  

笠
縫
土
地
区
画
整
理
特
別
会
計

　

保
留
地
四
百
八
十
画
地
中
、
一
般

保
留
地
二
十
二
画
地
、
随
意
契
約
画

地
二
百
三
十
画
地
が
処
分
済
み
で
あ

る
こ
と
。

　

土
地
の
販
売
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
中
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
が
転

売
目
的
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
規

則
を
改
正
し
た
こ
と
。

  
介
護
保
険
特
別
会
計

　

不
能
欠
損
の
対
象
は
、
二
百
六
十

五
人
で
、
財
産
や
収
入
が
少
な
い
な

ど
保
険
料
の
納
入
が
期
待
で
き
な
い

方
が
約
七
六
％
を
占
め
、
そ
れ
以
外

は
生
活
保
護
世
帯
や
所
在
不
明
世
帯

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

総
合
事
業
の
対
象
者
は
百
八
十
三

人
で
、
単
価
設
定
は
九
割
設
定
と
し

て
い
る
こ
と
。

  

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

本
市
の
被
保
険
者
数
は
、
平
成
二

十
九
年
度
末
で
前
年
度
よ
り
三
百
三

十
人
増
え
て
い
る
こ
と
。

　

納
付
金
の
増
額
は
、
被
保
険
者
数

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
保
険
料
の
増

や
軽
減
対
象
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
増
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

給
水
人
口
の
減
少
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
も
給
水
収

益
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
引
き
続

き
、
老
朽
施
設
の
更
新
や
機
能
の
向

上
、
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
多
額
の

資
金
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

後
も
水
道
事
業
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
経
営
に
当
た
っ

て
は
、「
飯
能
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
経

営
戦
略
プ
ラ
ン
）」、「
飯
能
市
水
道

事
業
中
期
経
営
計
画
（
平
成
二
十
八

〜
三
十
二
年
度
）」に
基
づ
き
、
今
後

も
経
費
削
減
と
財
源
の
確
保
に
よ
っ

て
事
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、
市

民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水

道
水
の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
施
設
、
設
備
の
適
正

な
維
持
管
理
を
実
施
し
、
水
道
水
の

安
全
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
意
見
と
す
る
。

　

漏
水
対
策
は
、
精
明
地
区
と
第
二

区
地
区
で
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
。

　

将
来
の
経
営
の
安
定
化
や
今
後
の

工
事
の
更
新
か
ら
、
借
入
残
高
に
至

る
ま
で
の
余
剰
金
に
つ
い
て
は
、
減

債
積
立
金
に
積
立
て
、
企
業
債
の
償

還
に
充
て
る
こ
と
で
自
己
資
本
金
を

増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
。

　

小
岩
井
地
内
導
送
水
管
布
設
工
事

に
つ
い
て
は
、口
径
が
六
百
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
大
き
い
管
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
製
作
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
や

通
行
止
め
を
し
工
事
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
地
元
と
の
調
整
に
日
数

を
要
し
た
た
め
、繰
越
と
な
っ
た
こ
と
。

　　　

十
二
万
人
都
市
構
想
の
な
か
で
、

有
間
ダ
ム
に
つ
い
て
多
大
な
経
費
負

担
を
し
て
い
る
が
、人
口
が
追
い
付

い
て
い
か
な
い
状
況
で
あ
り
、飯
能

市
の
お
い
し
い
水
を
飲
み
た
い
と
い

う
、地
域
の
皆
さ
ん
の
願
い
を
考
え

る
と
、県
水
を
縮
小
し
て
い
く
具
体

的
な
計
画
が
示
さ
れ
ず
、五
千
五
百

立
方
メ
ー
ト
ル
の
計
画
水
量
を
計
画

ど
お
り
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
か

ら
、反
対
す
る
。

　　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
は
水
道
事
業
者
の
責

務
で
あ
り
、
入
間
川
水
系
と
県
水
の

荒
川
水
系
の
二
つ
の
供
給
水
系
を
持

つ
こ
と
は
、
危
機
管
理
上
、
給
水
事

業
の
安
定
性
が
図
れ
る
と
い
う
点
で

大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成

す
る
。

（仮称）飯能大河原線（仮称）飯能大河原線（仮称）飯能大河原線

水
道
事
業
会
計
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五江渕　幸子氏

人　

事　

案　

件

79
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
い
て

平成３０年９月定例会　　　議決結果
■賛否が分かれた議案・認定等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

新
井

重
治

坂
井

悦
子

関
田

直
子

大
津

　
力

野
口

和
彦

内
田

健
次

平
沼

　
弘

栗
原

義
幸

中
元

　
太

松
橋

律
子

滝
沢

　
修

山
田

利
子

新
井

　
巧

金
子

敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長

恒
夫

鳥
居

誠
明

加
涌

弘
貴

野
田

直
人

67
飯能市議会議員及び飯能市長の選挙における選
挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の
一部を改正する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

69
飯能市重度心身障害者医療費支給に関する条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 原案可決

70 平成３０年度飯能市一般会計補正予算（第２号） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

認定1
平成２９年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認
定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定2
平成２９年度飯能市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定9 平成２９年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定10 平成２９年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定11 平成２９年度飯能市訪問看護ステーション特別
会計歳入歳出決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認　定

認定12 平成２９年度飯能市水道事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － 認　定

議案
番号 議決結果

68 原案可決

71 原案可決

72 原案可決

73 原案可決

74 原案可決

75 原案可決

76 原案可決

77 原案可決

78 原案可決

認定3 認　定

認定4 認　定

認定5 認　定

認定6 認　定

認定7 認　定

認定8 認　定

請願3 趣旨採択

申出書のとおり

派　遣

79 同　意

議提8 原案可決

議提9 原案可決

議提10 原案可決

飯能市立学校設置条例等の一部を改正する条例

東海第二原発の運転期間延長を認可しないよう原子力規制委員会に求める意見書の提出に関する請願

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（総務委員会・厚生文教委員会・経済建設委員会）

平成２９年度飯能市特定環境保全公共下水道特別会計歳入歳出決算の認定について

議員派遣の件

教育委員会委員の任命について（五江渕　幸子　氏）

市道路線の廃止について（大字中山・大字宮沢・大字中居地内）

平成２９年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

■全会一致の議案・認定等

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名
　
　
　　議　案　名

議決
結果

※野田直人議員は議長のため、採決には加わっていません。

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

平成２９年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２９年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

市道路線の認定について（大字飯能地内）

市道路線の認定について（大字中山・大字宮沢・大字中居地内）

契約の締結について（飯能市公共下水道笠縫雨水幹線建設工事）

平成２９年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について

議　　　　　案　　　　　名

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書

平成２９年度飯能市下水道特別会計歳入歳出決算の認定について

市道路線の廃止について（大字飯能地内）

学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書

平成２９年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

　

教
育
委
員
会
委
員
小
見
山
実

氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

新
た
に
五
江
渕
幸
子
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。
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一 般 質 問

一　
 

般　
 

質　

 

問

平成２９年度の児童相談所への相談通告件数は約
１３万件と過去最多。国では痛ましい事態に向け
強化プラン策定の動きがある。市の実態は。

支援が必要とされる家族が転居の際、近隣市と
の情報共有、連携について伺う。

自殺相談においてはＳＮＳを利用した相談窓口
がある。東京都は児童虐待相談窓口の一つとし
てＬＩＮＥ㈱と連携協定を締結した。埼玉県の
ＳＮＳを活用した相談窓口の取り組みと、市の
考えを伺う。

１１月は「児童虐待防止推進月間」である。キャ
ンペーンカラーの「オレンジ色」を割岩橋のライ
トアップに採用し、市民が子どもの心や命につ
いて話すきっかけ作りをしてはどうか。

問

問

問

問

●7　平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
（
執
行

部
）
に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説

明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

本
会
議
に
お
け
る
持
ち
時
間
は
一
人
一
時
間
で
す
。

　

原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
十
二
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
政
に
対
す
る

地域住民の取り組み　市内の子ども食堂地域住民の取り組み　市内の子ども食堂地域住民の取り組み　市内の子ども食堂

答

答

答

答

家庭児童相談室への虐待に関する相談は、平成
２８年度５５件、平成２９年度４８件で、内訳は
身体的虐待２０件、ネグレクト１５件、心理的虐
待１２件、性的虐待１件。傾向は、身体的が増
加、面前ＤＶ等心理的が減少傾向。育児全般の
相談数は増加し、虐待相談は前年度比で減少。

文章での引継ぎに加え、電話による情報提供に
より支援の空白期間が生じないよう対応。特に
相互の転入転出が多いダイアプラン構成市では
定期的に情報共有・意見交換会をしている。

県では児童、高齢者、障害者虐待を一元化した
虐待通報ダイヤル「＃７１７１」を本年１０月
から運用開始。ＳＮＳ利用の動きは現在なし。
市では通話料無料の「児童虐待防止・相談ホッ
トライン」を開設。ＳＮＳは文章だけで相談者
の心理状態まで推測しにくいデメリットはある
が、まずは悩みを聞いて欲しいという、子育て
世代・児童生徒の悩みを幅広く聞くことができ
ると考える。市は人と人とのつながりを大切に
し、相談しやすい環境づくりに取り組む。

各地の事例を参考にし、所管部署と連携する。

関田　直子（ＮＥＸＴはんのう）

子どもの心と命を守る体制について
　～現状と様々な取り組み～
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一 般 質 問

新たな人事評価システムによる成果は。

戦略的な組織機構の見直しによる成果は。

ワンストップ市役所総合窓口サービス導入の検
討状況は。

職員のボトムアップでの取り組み内容は。

つくば市では、マイナンバーカードとブロックチェ
ーンを活用したインターネット投票を実施して
いる。飯能市でも最新技術による業務の効率化
を進める必要があると思うがいかがか。

以前から提案している、コミュニティハウスプ
ロジェクトとそれを実現させる自治体ＰＰＳの
検討状況は。

図書館や市民会館、保育所など民間委託の検討
の進捗状況は。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

そ
の
他

架設約６０年の清川橋。緊急輸送道路にも指定
されている。長年の地域住民の要望でもある清
川橋の架け替えを。

メッツァ開業前に心配になるのが道路渋滞。精
明小学校付近は交通事故を防ぐためにも国道
４６３号バイパス側からの誘導が必要である。
広域行政での街づくりを考えた時、狭山ＰＡに
スマートインターは必要だと思うが。

子どもとは、そのまちの宝であり、宝を育む、
教育こそそのまちの将来を決める最も重要な事
業であり、子どもは次代を映す鏡である。地域
と共に子どもを育み、学校が地域の拠点となる
コミュニティ・スクールの導入が飯能市の教育
にも必要だと思うが。

その他、土砂災害タイムライン導入や小中学校
に防犯カメラ設置、公用車にドライブレコーダ
設置、新しい森林経営管理制度やフレイル予防
について質した。

全員が組織目標の設定に関わることで、職員の
自主性が喚起され、意識改革に繋がっている。

地方創生推進室を設置したことにより、メッツァ
誘致に成功。賑わい創出課を設置したことによ
り、ふるさと納税は平成２７年度実績の６３倍
となる２億５,０８９万円の実績が出た。情報戦
略課を設置したことにより、各種メディアや電
車などの車内広告に戦略的な情報発信をし、効
果的なシティプロモーションができている。

システム改修やレイアウト変更など、コストや
場所、職員の配置など課題が多いが、市民サー
ビス向上のため、引き続き検討する。

ふるさと納税の返礼品のラインナップや、北欧
デザインを婚姻届に取り入れるなどのアイデア
を採用している。

市民サービスの向上と事務の効率化を図るため
これからも研究していく。

理念には賛同する。地域にある社会資源を活用
できないか検討中である。

指定管理者制度を導入することも有益な施設と
考えられるので、引き続き検討していく。

防災上も非常に重要な橋であると認識。点検結
果を鑑み、来年度から着手着工する。

広域的な課題として取り組む必要がある。９月
１９日、石井国土交通大臣と、飯能市、所沢市、
狭山市、入間市、日高市の市長との意見交換の
場があり、ダイア圏域全体の発展のため、狭山
ＰＡスマートインター設置の要望を行った。本市
にとって、今後の街づくりに大きな影響を与え
るもの。各市と意見交換を密に取り組んでいく。

保護者や地域住民が学校運営に参画する仕組み
である学校運営協議会を設置するコミュニ
ティ・スクール。学校・家庭・地域が一体とな
って、社会総掛かりでの教育を実現し、児童生
徒を育んでいくことが求められている。コミュ
ニティ・スクール（学校運営協議会制度）の組
織を確立・運営していくために、教育委員会と
してもしっかりと準備し、導入していく。

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●8

飯能市役所飯能市役所飯能市役所清川橋清川橋清川橋

野口　和彦（ＮＥＸＴはんのう）

職員の変革、組織の改革、
　行政システムの改革について

中元　　太（公明党）

緊急輸送道路「清川橋」架け替えを
狭山ＰＡにスマートインターを
コミュニティ・スクールの導入を

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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一 般 質 問

問

問

問

問

問

前ケ貫と落合を結ぶ成木川に架かる橋が清川
橋。昭和３４年９月１５日竣工の橋で６０年目
を迎える。２０年以上前に起きた橋上での悲劇
の事故を２度と繰り返してはならないと、橋の
拡幅や歩道を備えた橋の架け替えを繰り返し求
めてきた。平成２４年度に「飯能市総合振興計
画実施計画」に位置づけられながら、絶ち切れ
になってしまった。一度は実施計画に位置づけ
られた橋である。早期の架け替えが求められ
る。２月の点検・調査結果はどうであったか。
今後の整備方針はどうなるのか。

飯能市の水道水は、良質でおいしい水源の水
だ。しかし市は、１２万人都市構想により導入
した県水を日量５,５００ｔまで県から受水する
契約を結んで、現在日量４,０００ｔ、年間約９
千万円で購入している。市は今後、小岩井浄水
場と県水の２系統で飯能の水を賄うとしている
が、市の計画に沿って考えても県水は縮小でき
る。今後の人口減少や一人当たりの使用量が減
っていることと併せて、漏水を改善し、小岩井
浄水場の稼働率アップで飯能の水に相当の余力
が生まれ、結果、県水を日量２,２００ｔの減量
が可能になると推計したが見解はどうか。

甚大な自然災害が多発している。耐震化されて
いない指定避難所の中には保育所も含まれてい
る。安全性を高める早期の改修をお願いした
い。災害時の非常食料や飲料水を備蓄し、緊急
支援物資を受け入れることができるのも安全な
避難施設があってこそ。今後の改修計画は。そ
れまでは耐震性のある民間施設を一時的に避難
所に利用させていただくなど喫緊の対策を。ま
た、長期の大規模停電に備え避難所への自家発
電装置設置の見解は。

通学路など道路に面し被害を及ぼす可能性のあ
る危険なブロック塀について耐震診断の働きか
けや新たな補助制度創設の見解は。

過去の震災では住宅は無傷でも箪笥など家具の
下敷きで亡くなる方も多かった。家具転倒防止
器具の普及促進が被害を減らし減災につなが
る。普及の状況は。また、自力で取付けが困難
な高齢者世帯や障害をお持ちの方、災害時要援
護者リストに登録している世帯だけでも補助対
象とし普及促進の対策をお願いしたいが。

点検結果を受けて精査した結果、４段階中３段
階であった。３段階というのは、「早期措置段
階」で、橋脚・橋桁に劣化が認められた。この
結果を尊重し、来年より着手・着工したい。

漏水の改善には今後も全力で取り組んでいきた
い。本郷浄水場休止後の小岩井浄水場の稼働率
は、６６.３％で計画している。施設に適した稼働
率である。県水の分を小岩井浄水場で賄うとな
ると、稼働率は８０％を超え、施設に負荷がかか
る。県水については、全体の水需要や緊急時の
受水も想定し、適切な水量を見極めていく。漏
水が改善しても一概に県水減量とはいかない。

未耐震の施設は行政センター５か所、保育所４
か所。公共施設等総合管理計画に基づき優先度
の高いところから進めていくが、民間施設にも
避難所としての協力を働きかけたい。また、避
難所に可搬型非常用発電機の設置を進める。

平成２３年度に調査を行い危険性のある所につ
いては文書で改善をお願いした。また、８月号
の広報でも安全点検をお願いした。県内自治体
１０市が補助制度を導入又は予定している。安
心安全のための方策を検討したい。

建物の耐震化だけでなく家具等の転倒防止対策
は重要。高齢者、障害者世帯などへの普及状況
について確認できていないが、支援策の創設に
ついて情報収集を進めると共に、防災や福祉の
担当部署とも協議していきたい。

●9　平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

金子　敏江（日本共産党）

清川橋の架け替えが来年度から
県水の協定見直しを　将来的に
　日量２,２００ｔ減量は可能だ

取付け簡単な家具転倒防止器具取付け簡単な家具転倒防止器具取付け簡単な家具転倒防止器具 清川橋清川橋清川橋

答

答

答

答

答

加涌　弘貴（無所属）

災害に強いまちづくり
　震災対策の充実について
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問

問

問

問

問

問

問

問

公会計制度改革は、財務諸表の作成を通し、職
員の意識改革、事業改革にも繋がった。公共施
設マネジメントと公会計は一体であり、公共施
設の有効活用また、今後のアセットマネジメン
トへの活用が図れると言われていることから、
対価を生む公共施設のあり方として２点提案し
たい。１点目は、市民会館休憩室の有効利用と
して、イベント時には観光案内所が入り、飯能
みやげの販売を。また、平時はその場で食べら
れるカップ麺やうどん、コーヒー等のドリンク
バーの自動販売機があっても良いと考えるが。
２点目は、市民会館周辺やトーベ・ヤンソンあ
けぼの子どもの森公園は駐車場が無料だが、今
後は多くの人が駐車場を利用することから、維
持管理上、有料化の考えも必要である。日高市
の巾着田では、既にコインパーキングが設置さ
れ、有料化されている。また、免許証保持者の
市民希望者には、無料磁気カードが発行されて
いる。本市も検討すべきと思うが。

県道飯能下名栗線の久須美では、民家の塀やガ
ードレールに衝突する単独事故も多く、住民は
不安であるが対策は。

飯能中央地区行政センターの外階段は、高齢者
には危険な階段であることから、表示などで事
故防止を検討すべきでは。

岩沢地区は事業見直しから１０年を迎える。事
業期間２０年間は地権者との約束である。今後
の事業展開及び見通しについて伺う。

地区内には狭隘道路が大変多く、住民は毎日の
生活に困っている。下水道の整備と共に１日も
早くこの様な状況を解消していただきたいが。

地権者への情報提供が不足していると思うが、
定期的に説明会等実施していただきたいが。

阿須山中土地有効活用事業は計画内容を見る
と、大きな造成工事を伴うと思う。防災面等し
っかりとした協議及び指導が重要である。
また、排水計画や進入路等についても地元住民
は不安である。どのように対応するのか。

清川橋の橋梁点検の結果及び判定はどのような
結論が出されたのか。

今後の維持管理に係るライフサイクルコストと
架け替えに係る経費の比較検討の結果、清川橋
の方向性は。

周辺駐車場の維持管理費は、年間で中央公園が
約８０,000円、市民会館が約52０,000円（主
催事業での駐車場誘導員）、山手用地が約６０,０
００円（除草）である。提案は、参考または研
究していく。

今年に入り周辺も含め、２件の人身事故と４件
の物損事故が発生している。多くは夜間に発生
していることから県に働きかけ、対策を検討す
る。

安全対策の表示を検討していく。

今まで、地区内の幹線道路整備を中心に取り組
んできた。今後も幹線道路を優先に取り組み、
生活道路についても整備推進を図っていく。

まずは幹線道路整備を推進し、狭隘道路につい
ても今後緊急性等を考慮し整備に取り組む。

今年度は事業見直しから１０年目となる節目の
年であるため、機会を設けるよう検討する。

関係法令等に基づき、既に埼玉県と協議に入っ
ている。また、飯能市開発指導要綱に基づく事
前協議も必要と考える。進入路等計画内容につ
いては、今後事業主から地元説明を行う予定。

今回の点検では橋脚や橋桁にコンクリートの劣
化が多く見受けられ、それらの損傷は橋の本体
構造であり、大規模な対策工事が必要との結果
で判定は４段階区分の３段階であった。

今回の調査結果を受け、清川橋は来年度から架
け替えに向け取り組む。

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●10

松橋　律子（公明党）

地方公会計導入で見えたこと
対価を生む公共施設について
県道飯能下名栗線の交通事故解消を

新井　重治（清風会）

区画整理事業について(岩沢地区)
阿須山中土地有効活用事業について
清川橋について

架設から約６０年経過の清川橋架設から約６０年経過の清川橋架設から約６０年経過の清川橋 巾着田のコインパーキング巾着田のコインパーキング巾着田のコインパーキング

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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問

問

西日本豪雨で亡くなった方の９割が１階で、高
齢者、障害者の人が殆ど。市はどう考えるか。

中小河川も氾濫したら危険。場所の把握は。

水位計は、どの河川に何個設置してあるのか。

有間ダムの放流は、どの状況で行われるのか。

河川沿いにガードレールや柵、側溝の蓋がない
所は冠水時に危険。その様な場所の把握は。

市街地冠水対策に公共用地の地下に調整池を。

地震ハザードマップで宮沢湖に震度６強があるが。

中山､中居､宮沢､小久保､下加治地区へ周知は。

宮沢湖周辺で震度６強が発生すると、近くに消防
署がある。付近の道路は不通で出動不可では。

防災訓練の想定条件は冬の午後６時、風速８ｍ､
震度６強。冬に訓練している所が殆どないが。

家から避難の際座布団があると余震等に有効だが。

防災訓練は学校、ＰＴＡと地域が連携を。

岩沢、阿須、美杉台運動公園のトイレ計画は。

市内の体育祭に障害者も参加できる競技を。

グランドゴルフが近年盛ん。専用の用地を。

市土地開発公社所有の阿須山中の山林１７ヘク
タールを平成２４年度から２０億円で１０年間
かけて買い戻している山林の活用について、市
は「阿須山中土地有効活用事業」として民間か
ら提案を公募した。市内でサッカーやダンスス
クール事業をすすめる「一般社団法人飯能イン
ターナショナル・スポーツアカデミー」が、公
式戦可能なサッカー場運営を、大規模太陽光発
電施設を設けた事業収入で賄うとした提案が最
優秀として認められた。この事業者に年間８７
万円で貸付けることで、現在、協議が行われて
いる。進捗状況と今後のスケジュール、地元説
明会は、いつ頃を考えているか。また、今年の
豪雨災害において、太陽光発電の被害が多数見
られた。市はどのように把握しているか。

無謀な計画をやめ、身近で貴重な里山として、
地元で整備している遊歩道などと歩調を合わせ
て、整備する必要があるのではないか。

市の指示待ちでなく、自ら避難する自助が原則。

氾濫は想定していないが、溢水場所は承知。

入間川に５個、高麗川、成木川に各１個設置。

自然に容量調節する方式で事前放流はしない。

芦苅場地内は承知。他地区は今後調査する。

双柳北部、青木地区に貯留浸透施設を計画中。

避難マニュアル作成中。１０月に訓練を計画。

家の安全対策、備蓄など出前講座で周知する。

広域連携や､警察､自衛隊への派遣要請で対応。

地区の実状に沿った訓練を実施。啓発する。

避難される際、必要な物は各自日頃から備えを。

学校の避難訓練に地域の参加、連携を指導。

簡易トイレを岩沢に３基、阿須に２基設置した。
美杉台については他の部署と協議して考える。

学校では行っている。地区体育祭は検討する。

専用用地確保は困難。現有の施設の活用を。

平成３０年度に測量、設計、図面の作成、メガソ
ーラー手続き、平成３１年度からグランド整備に
着手、平成３３年度に完成を目指している。進入
道路については、阿須自治会館からの市道は幅
員も狭く、周辺住民の生活道路となっているこ
とから、使用しないことを前提に調査・検討を
進めている。これらの一切の負担は事業者の責
任で行う。地元説明会は、設計等の方向がまと
まった時点で速やかに開催するよう指導してい
く。また、西日本豪雨ではメガソーラーも甚大
な災害の一因であり、山肌に設置されたパネル
が流れ落ちたり、感電の恐れがあることなどを
確認している。災害対策は大変重要なことで、
しっかりした対策、対応を指導していきたい。

庁内で様々な視点から協議した結果、「市有資
産に関する民間事業者提案制度」を活用し、地
方創生に資する活用を図ることにしている。

●11　 平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

新井　　巧（日本共産党）

２０億円で取得の
　阿須山中の山林　
　　無謀な計画の再考を

鳥居　誠明（清風会）

豪雨災害・地震災害について
運動公園のトイレ、障害者参加の

体育祭について他

豪雨災害で被害の太陽光発電施設豪雨災害で被害の太陽光発電施設豪雨災害で被害の太陽光発電施設 旧芦刈温泉前旧芦刈温泉前旧芦刈温泉前

答

答

答

答

答

答

答答

答

答

答

答

答

答

答

答

答
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待機児童は深刻で毎議会のように対策を求めて
きた。やっと、緊急対策として、１０月から山
手保育所で３０名を受け入れることになり、正
規保育士を７名増やす計画は大いに評価する
が、まだ、入所できない児童や新たな入所申請
もあったと思うが状況と対応は。

とんでもない事態ではないか。１０名が入れて
も、入れない児童はまだいる。来年１０月から
保育料無償化の中では、ますます増える。公立
保育所は、一般財源化され施設整備できないと
言うが、児童福祉法２４条（保育の実施責任義
務）に基づいて公的保育所の整備をすべき。国
会答弁でも､高市早苗総務大臣が「施設整備費･
運営費については、今までのように交付税で措
置される」と答弁しているが。

運営費は交付税の算定の中にある。他の事業も
交付税措置されることが前提。保育所が例外で
はないはずだが。

保育士不足を解消するために、臨時保育士の賃
金も含めた処遇を大幅改善すべきでは。さら
に、臨時保育士を順次、正規保育士に切り替え
るべきではないか。

４月５日、横田基地に初飛来したＣＶ－２２オ
スプレイは、７月初旬から基地に常駐し、飯能
市上空でも頻繁に目撃され、夜間も９時半頃ま
で訓練が行われている。原市場や南高麗方面で
の目撃情報も増えている。１０月１日から正式
配備となるが、現状をどの様に考えているか。

日米地位協定は１９６０年に締結された。しか
し、その後見直しはされていない。全国知事会
は７月に、日米地位協定を抜本的に見直し、航
空法や環境法令などの国内法を原則として米軍
にも適用させるなどの提言をまとめた。市とし
ても県の基地対策協議会などを通じて、国や米
国政府に求めていくべきではないか。

ＣＶ－２２オスプレイは特殊作戦機であり、そ
のための訓練が上空で行われることになる。市
民の不安は増す一方となる。配備の撤回を求め
るべきではないか。

待機児童緊急対応策だが、保育士の応募者が少
なく､そのうち１名採用、保育課の保育士資格
を持つ職員１名で、１歳児５名、２歳児５名を
受け入れる。６名応募があったが、誰でもいい
というわけにはいかない。しっかりした職員を
採用するのも子どものためだと思っている。

公立保育所への２分の１の国の手当ては変わら
ないが、その後の職員の確保や運営費の問題を
考えて整備しなければならない。

交付税が満額になるとは考えられない。大臣が
答弁したかは不明だが、飯能市のために満額交
付するという補償や担保がないとできない。

報酬は近隣市と比べて平均的な額である。

市としては、ＣＶ－２２オスプレイの安全性に
ついて、米軍や国から十分説明がなされている
とは考えていない。８月に、飯能市・日高市・
入間市により発表した、横田飛行場への正式配
備に対するコメントの中でも言及し、北関東防
衛局職員にも口頭で要請を行っている。市は一
貫して詳細な説明を求めている。

提言内容については承知している。横田飛行場
に限定して要望している埼玉県基地対策協議会
などの方が、より詳細で強い内容となっている
ところもある。今後、関係自治体や関連団体の
動向を注視しながら要望や要請等に生かしてい
きたい。

オスプレイの配備や撤回については、日米安全
保障体制のことであり、国の専管事項で答弁は
差し控えるが、市民の生命、財産を守る観点か
ら、情報提供や日米合同委員会合意の遵守等、
要望すべきことは率先して意見を述べていく。

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●12

山田　利子（日本共産党）

待機児童ゼロ対策について
公立保育所の施設整備を

滝沢　　修（日本共産党）

日米地位協定の見直しを国に求め
特殊作戦機ＣＶ－２２オスプレイの
横田基地配備は撤回を

山手保育所山手保育所ＣＶ-２２オスプレイＣＶ-２２オスプレイ 山手保育所ＣＶ-２２オスプレイ

答

答

答

答

答

答

答
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一 般 質 問

問

問

問

問

問

問

問

入札に係る談合がないよう、どのような入札制
度改革や運用の改善をしているか。

最低制限価格は構造的なデメリットがある。低
入札価格調査に一本化しては。

平均落札率高止まりの改善に、失格基準価格の
廃止や引き下げの検討は。

入札監視委員会で提言された改革の反映成果は。

発注や施工時期平準化については。

入札不調の工事内容についての精査は。

閉校後の跡地行政資産未活用での税支出の妥当
性確保は。今後の利活用に向けた方向性、資産
管理の移管について所見は。小規模多機能型居
宅介護事業所、グループホーム、児童養護施設
等の誘致はどうか。地域活動の機能は残しつ
つ、施設の面積、消防設備等要件を満たし補助
金の活用も可能だが。

■

◆「声の議会だより
　  (市議会だよりの音声版)」の
　  　ホームページ掲載を始めました ◆

飯能市役所

●13　 平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

先
進
事
例
の
調
査
視
察

吾野小学校吾野小学校吾野小学校

答

答

答

答

答

答

答

坂井　悦子（日本維新の会）

入札等契約や調達について
小中一貫校開校後の
　　行政資産活用について

予定価格、最低制限価格、調査基準価格、失格
基準価格を事後公表とし、談合が行われにくい
制度である。

基本は低入札価格調査制度で実施。一本化は検
討・協議する。

建設業界の厳しい状況から「インフラの品質確
保」「担い手確保」を鑑み、考えていない。

建設工事の約９割が電子入札に。「労働環境把
握チェックシート」や「労働賃金調査票」で下請業
者にしわ寄せがないよう精査も行っている。

年度をまたぐ工事は、継続費として複数年分の
事業内容を初年度に契約している。

市場価格調査、見積徴取、設計金額の見直しや
分割発注などを検討している。

施設隣接型小中一貫校推進連絡協議会で跡地利
用の議論は統合後にすることになった。地域の
発展を見据え、今後、市長部局とも協議し、体
制を整え検討していく。

　

福
岡
市
議
会
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
議
員
提
案
政
策
条
例
の

成
立
件
数
を
誇
り
、
条
例
制
定
に

よ
り
様
々
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

議
員
に
よ
る
政
策
条
例
の
提
案
に

は
、
①
執
行
部
、
部
局
単
位
に
留

ま
る
こ
と
な
く
全
体
最
適
の
政
策

提
案
が
で
き
る
、
②
十
年
先
を
見
通

し
た
計
画
の
提
案
が
で
き
る
、
③
地

域
や
住
民
の
要
望
を
反
映
で
き
る
、

④
新
し
い
政
策
課
題
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
、
⑤
少
数
者
の
思
い
を
掘
り
起

こ
す
条
例
を
提
案
で
き
る
等
の
利
点

が
あ
る
こ
と
を
学
び
と
し
た
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
議
会
は
、
議
会
の

見
え
る
化
と
し
て
、
①
加
入
率
の
高

い
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
活
用
、
②
一
般
質
問

時
の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
の
活
用
、
③

障
害
の
あ
る
方
に
も
見
や
す
く
対
応

す
る
た
め
、
全
国
で
も
唯
一
の
文
字

通
訳
ラ
イ
ブ
配
信
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
議
会
に
対
す
る
市
民
の
関

心
度
が
高
い
こ
と
を
学
び
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

福
岡
県
福
岡
市
議
会（
八
月
六
日
）

議
会
運
営
に
つ
い
て

佐
賀
県
武
雄
市
議
会（
八
月
七
日
）

議
会
運
営
に
つ
い
て

　飯能市議会では、視覚等に障害のある方
が、議会活動等の情報を容易に得られるよう
情報のバリアフリー化を目指し、平成３０年
８月１日発行号から「声の議会だより(市議
会だよりの音声版)」のホームページ掲載を
始めました。 

議会運営委員会議会運営委員会議会運営委員会
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請　

願

意
見
書

陳　

情

平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号　●14

提
出
者

　

原
発
と
め
よ
う
飯
能

　
　
　
　
　

  

代
表　

平
賀　

千
草

　
　
　
　
　
　

  

外
二
百
二
十
二
名

　

本
年
六
月
に
大
阪
北
部
で
震
度
六

弱
を
観
測
し
た
地
震
で
は
、
児
童
を

含
む
五
名
が
亡
く
な
り
四
百
名
以
上

が
負
傷
し
た
。
な
か
で
も
、
学
校
施

設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
て
下
敷

き
に
な
っ
た
児
童
が
死
亡
し
た
こ
と

は
大
変
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
飯

能
市
に
お
い
て
も
学
校
施
設
の
耐
震

化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
通
学
路

に
つ
い
て
も
速
や
か
に
点
検
し
た
上

で
、
安
全
性
確
保
に
向
け
て
改
善
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
な
対
応
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記　

一　

今
回
被
災
し
た
地
域
に
お
い
て

は
、
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

総
点
検
・
調
査
を
緊
急
に
実
施

し
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
の
変
更
等
の
措
置
を
含
め
た

対
応
を
徹
底
す
る
こ
と
。

二　

全
国
の
通
学
路
も
緊
急
総
点
検・

調
査
を
実
施
し
、
工
事
が
必
要
な

場
合
は
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る

技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う
こ

と
。
一
般
家
庭
の
塀
で
も
支
援
す

る
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
。

三　

学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
要
す

る
費
用
に
関
す
る
補
助
制
度
の
創

設
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て

記

一　
「
児
童
相
談
所
強
化
プ
ラ
ン
」を

早
期
に
達
成・拡
充
し
、児
童
虐
待

防
止
体
制
を
強
化
す
る
プ
ラ
ン
を

新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
必
要

な
財
源
を
講
ず
る
こ
と
。

二　

子
ど
も
の
問
題
を
児
童
相
談
所

に
一
極
集
中
さ
せ
て
い
る
現
状

を
改
め
る
こ
と
。

三　

児
童
相
談
所
間
及
び
児
童
相
談

所
と
市
町
村
の
情
報
共
有
の
全
国

共
通
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も

に
、
全
国
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま

た
、
児
童
相
談
所
と
警
察
と
の
情

報
共
有
に
つ
い
て
も
シ
ス
テ
ム
を

新
構
築
す
る
こ
と
。

四　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル「
一
八
九
」

を
児
童
虐
待
通
告
に
限
定
し
、
通

告
の
無
料
化
の
検
討
を
含
め
、
運

用
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

五　

保
育
所
や
幼
稚
園
・
学
校
と
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
国
家
公
安
委
員
長
あ
て

　　

日
本
の
水
道
は
、
拡
張
整
備
を
前

提
と
し
た
時
代
か
ら
、
既
存
の
水
道

基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
時
代

に
変
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在

　

今
般
、
東
京
都
目
黒
区
で
両
親

か
ら
虐
待
を
受
け
女
児
が
死
亡
す
る

と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
よ

う
な
虐
待
事
案
が
近
年
急
増
し
て
い

る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
政
府
は

児
童
福
祉
法
等
を
改
正
し
、
児
童
虐

待
防
止
対
策
を
強
化
し
て
き
た
が
、

今
回
の
事
案
は
、
児
童
相
談
所
が
関

与
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次

の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

の
水
道
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整

備
さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
等
に
直
面

し
、自
然
災
害
に
よ
る
水
道
被
害
は

全
国
で
頻
発
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
は
必
要
不

可
欠
な
社
会
基
盤
で
あ
る
が
、
水
道

未
普
及
地
域
の
解
消
は
大
き
な
課
題

で
あ
る
た
め
、
補
助
要
件
の
緩
和
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次

の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。記

一　

老
朽
化
対
策
な
ど
、
水
道
施
設

の
更
新
等
に
全
力
を
挙
げ
、国
庫

補
助
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

二　

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
な
水
の

安
定
供
給
を
維
持
す
る
た
め
、水

道
施
設
の
管
理
者
で
あ
る
地
方

公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
、

広
域
連
携
の
推
進
等
の
具
体
的

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

水
道
の
戦
略
的
な
基
盤
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
。

三　

厳
し
い
財
政
状
況
の
簡
易
水
道

に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
域
解
消

事
業
や
施
設
の
老
朽
に
伴
う
更
新

事
業
等
に
必
要
な
国
庫
補
助
所
要

額
の
確
保
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

現
行
の
国
庫
補
助
要
件
の
緩
和
を

行
う
こ
と
。

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら

　
　
　

国
等
へ
提
出

③
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
延

　

長
を
認
可
し
な
い
よ
う
原
子
力

　

規
制
委
員
会
に
求
め
る
意
見
書

　

の
提
出
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　

  

趣
旨
採
択
（
全
員
）

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

強
化
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

水
道
施
設
の
戦
略
的
な
老
朽
化
対

策
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

②
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る

　

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性
確
保
を
求

め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

③
自
衛
隊
の
訓
練
を
飯
能
市
内
で

　

認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

提
出
者

　

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

　
　
　

 

埼
玉
県
担
当　

澤
岡　

楊
子

提
出
者

　
　
　
　
　

 

代
表　

川
野　

安
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

外
七
名

④
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配

　

備
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

　
　
　
　
　

 

代
表　

長
谷
川　

順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

外
八
名

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提

出
し
た
も
の
。
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◇飯能市の先進事例を視察に来られました◇ ◆ 傍聴席に車椅子対応席を
　　　　　　設けました ◆

●15　 平成30年11月１日　はんのう市議会だより　第149号

　飯能市議会では、平成３０年９
月定例会から傍聴席に車椅子対
応席（２人）を設けました。車椅
子を利用される方だけでなく介助
の方も一緒にご利用いただけま
す。ぜひ、ご利用いただきますよ
うご案内いたします。
　なお、聴覚に障害のある方に
は、手話通訳者を配置します。
手話通訳者の配置をご希望の方
は、議会開会予定日の1ヶ月前
までに飯能市議会事務局にご連
絡ください。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
二
名
ま
た
は
三
名
）が

必
要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、議
場

に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

  

市町村議会行政視察受入一覧 
平成30年７月３日～平成30年10月９日

  
本文（例）  

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・

　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

平成 年 月 日 

住 所 

氏 名         ㊞
 

外○名 

紹介議員   ◇◇◇◇ 
同     ▽▽▽▽ 
同     □□□□ 

飯能市議会議長 ○○○○様 

署名簿（例） 

住 所 氏 名 印 

月  日 市町村議会名

７月１０日（火） 
石川県珠洲市議会 

総務常任委員会 
５

７月１１日（水） 
秋田県鹿角市議会 

教育民生常任委員会 
８

７月１３日（金） 
福岡県大野城市議会 

会派 自民まどか・自民大野城 
９

７月２０日（金） 
兵庫県小野市議会 

民生地域常任委員会 
９

・子どもインフルエンザ予防接種費用

　の無償化 

・鳥獣被害対策 

７月３０日（月） 
沖縄県議会 

事務局職員 
１

７月３１日（火） 
新潟県小千谷市議会 

会派 緑風クラブ・公明党 
４

８月 １日（水） 
愛知県豊田市議会 

会派 公明党豊田市議団 
１

８月 ３日（金） 
栃木県壬生町議会 

議会運営委員会・広報特別委員会 
１１

・議会のタブレット型携帯端末の導入

　と活用状況 

８月 ８日（水） 
栃木県日光市議会 

議会運営委員会 
12

・タブレット端末の導入 

・手話通訳者の運用 

１０月  ３日（水） 
沖縄県宮古島市議会 

議会運営委員会 
１0

１０月 ３日（水） 
大分県日田市議会 

総務環境委員会 
９

・クリーンセンター施設建替工事と運

　用状況 

１０月 ４日（木）
・タブレット端末導入による効果等 

・議会中継の取り組み 

１０月 ５日（金） 
福島県只見町議会 

広報公聴常任委員会 
７

人数 視察内容 

・タブレット端末を導入した議会運営

・聴覚障害者支援事業 

・議会のＩＣＴ化 

・SideBooks 

・聴覚障害者支援事業 

・聴覚障害者支援事業 

・議会へのタブレット端末の導入 

・議会へのタブレット端末の導入 

12宮崎県児湯郡市町村議会議長会
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◎関田　直子　　○坂井　悦子　　新井　重治
　平沼　　弘　　　松橋　律子　　滝沢　　修

9月  7日
12日
14日
18日
19日
  21日
25日
26日

10月   2日

開会、市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑、議案及び請願の委員会付託
常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
常任委員会（厚生文教・経済建設）
常任委員会（厚生文教）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

広報委員会
代表者会議
代表者会議
埼玉県都市競艇組合議会臨時会
埼玉西部消防組合議会定例会

広域飯能斎場組合議会定例会
ＩＴ会議
代表者会議
全員協議会

議会運営委員会
第３回定例会（10月2日まで）
広報委員会
ＩＴ会議

広報委員会

2日
17日
26日
30日
31日
　

2日
21日

28日

4日
　7日
　

13日       

9日

　以前、アメリカ人とこんな会話をしたことを思い
出した。
　’How many eyes do you have?’と聞かれ、
’I have two.’と応えたら、’No, you have many.’と
言われた。実は、このeye（目）は I（私）という意味で
、日本語には沢山の「私」の言い方があり、世界で
も難しい言語のひとつであるとのこと。
　広報委員会の仕事に議会だよりの編集があるが、
重要なことは如何に正確に議会内容を伝えるかで、
議事録を基に行う。その議事録は録音データを文章
化しているが、大変な仕事である。
　最近、音声を瞬時に他言語に翻訳や文章化するア
プリ等があり、それを使えば議事録作成も簡単に行
えると思う。しかし、どこまで正確にできるか疑問
ではあるが？

（平沼）

https://www.city.hanno.lg.jp

９月定例会では延べ１８１名の方が傍聴されました。

次回の１２月定例会は
１１月３０日開会予定です。
会期日程等は１１月２７日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　 　市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　 をライブ中継しています。

11/15～11/18、11/29～12/3、12/7～12/10

アジア大会優勝おめでとう！（ホッケー男子日本代表  北里謙治選手）アジア大会優勝おめでとう！（ホッケー男子日本代表  北里謙治選手）アジア大会優勝おめでとう！（ホッケー男子日本代表  北里謙治選手）

９月定例会

７月

８月

９月

10月

（埼玉県都市競艇組合主催分）
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